
―主な記事――主な記事―
大石田まつり「最上川花火大会」、大石田まつり「最上川花火大会」、
維新祭、二十歳のつどい、地区対抗野球大会維新祭、二十歳のつどい、地区対抗野球大会
表紙写真／大石田まつり　成人神輿（８月1６日表紙写真／大石田まつり　成人神輿（８月1６日（日）（日）・大橋～四日町地区）・大橋～四日町地区）
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最上川花火大会

夜
空
を
　 

る
大
輪
の
花

彩

　
8
月
16
日（
日
）に
大
石
田
ま
つ
り「
最
上
川
花
火
大
会
」が
開
催

さ
れ
、訪
れ
た
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
同
花
火
大
会
は
、

永
久
橋「
大
橋
」の
完
成
を
祝
い
始
ま
っ
た
ま
つ
り
で
、
90
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
伝
統
の
花
火
大
会
で
す
。

　
当
日
は
町
民
号「
20
号
玉
５
連
発
」を
は
じ
め
と
し
た
大
型
花
火

や
、
幻
想
的
な
創
造
花
火
な
ど
約
３
０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
大
石
田
の
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
日
に
は
、
二
十
歳
を
迎
え
た
若
者
に
よ
る
成
人
神

輿
も
行
わ
れ
、
大
橋
～
四
日
町
地
区
を
練
り
歩
き
、
活
気
あ
ふ
れ

る
神
輿
姿
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
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成人神輿
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　大石田まつり維新祭が、８月１５日（土）にＪＲ大石田駅前
広場で開催され、町内外から踊りと太鼓の団体など2１団体
が参加し、華やかな踊りと力強い太鼓の競演が繰り広げら
れました。

維新祭

民俗文化サークル四方山会民俗文化サークル四方山会

花笠踊り元祖会・大石田町民謡研究会花笠踊り元祖会・大石田町民謡研究会

大石田維新組大石田維新組

やっと連仙台やっと連仙台

久保田舞・法井南瑠久保田舞・法井南瑠
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今回、最も維新祭を盛り上げた団体（ＭＩＭ）に選ばれたのは、、、

ふたばヒップホップダンスクラブふたばヒップホップダンスクラブ最上川芭蕉連最上川芭蕉連

雪国鷹巣太鼓保存会雪国鷹巣太鼓保存会涌谷太鼓涌谷太鼓

のみなさんです！大変おめでとうございます！
民俗文化サークル四方山会
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　令
和
８
年
度
大
石
田
町
二
十
歳
を
祝
う
会
が
、
８
月

１５
日（
土
）に
虹
の
プ
ラ
ザ「
な
な
い
ろ
ホ
ー
ル
」で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
平
成
１7
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１8

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
63
人
が
二
十
歳
を
迎
え

ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
庄
司
中
町
長
が
二
十
歳
を
迎
え
た
参
加

者
に
「
今
日
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
へ
、
自
分
か
ら

あ
り
が
と
う
と
感
謝
を
伝
え
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
を
代
表
し
て
戸
田 

汐
梨
さ
ん
と
玉

ノ
原 

昊
軌
さ
ん
が
二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　ま
た
、
続
い
て
行
わ
れ
た
二
十
歳
の
つ
ど
い
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
と
近
況
報
告
を
し
た
り
、

将
来
の
夢
な
ど
を
語
り
合
っ
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

大石田町
成 人 式
2 0 2 6
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　雪
深
い
大
石
田
町
で
過
ご
し
た
思
い
出
や
、

温
か
く
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
先
生
方
、
地
域

や
友
人
へ
の
感
謝
は
言
葉
に
尽
く
せ
ま
せ
ん
。

　コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
当
た
り
前
の
生
活
が
制
限

さ
れ
る
中
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
現
在
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
道
を
歩
ん

で
い
ま
す
が
、
と
も
に
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
先
、

責
任
を
持
っ
て
行
動
し
、
困
難
に
も
挑
戦
し
続

け
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
前
へ
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　二
十
歳
と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た

喜
び
を
胸
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
希
望
を
持
っ
て
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
す
。

　私
た
ち
は
自
然
豊
か
な
大
石
田
町
で
育
ち
、

友
人
や
先
生
方
な
ど
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　私
は
北
海
道
の
大
学
で
農
業
を
学
び
、
将
来

は
新
規
就
農
し
て
日
本
の
農
業
を
支
え
る
一
人

に
な
り
た
い
と
い
う
目
標
が
で
き
ま
し
た
。
地

元
を
離
れ
て
生
活
す
る
中
で
、
温
か
く
背
中
を

押
し
て
く
れ
た
両
親
の
支
え
や
、
そ
の
あ
り
が

た
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　二
十
歳
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
や
教

え
を
胸
に
、大
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
自
分
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸
田 

汐
梨
さ
ん

玉
ノ
原 

昊
軌
さ
ん

二十歳の誓い

今年成人式を迎えた皆さんに、これからの想いを聞いてみました。
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　８月9日（日）・１１日（火・祝）の２日間にわたって、第72回大石田町地区対抗親善野球大会が行わ
れました。大会には１2チームが参加し、優勝を目指し熱戦を繰り広げました。
　決勝戦は、緑町・井出チームと庚申町チームが対戦し、緑町・井出チームが、優勝を果たしました。
大変おめでとうございます。

第第
7272
回
地
区
対
抗
親
善
野
球
大
会

回
地
区
対
抗
親
善
野
球
大
会

0 13

緑町・井出

11 4

0 3 3 9

7 6

5 2

7 4

6 32 3

1 13

11 4

上
ノ
原
・
来
迎
寺

坂
ノ
上
・
下
宿
・
上
宿

海
谷
・
岩
ケ
袋

庚

申

町

小

菅

川
前
・
大
浦

桂
木
町
・
横
町
・
佐
田
町

仲
通
・
南
通
・
八
幡
町

豊

田

四
日
町
・
今
宿

緑
町
・
井
出

鷹
巣
・
駒
籠
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激闘
緑町・井出チーム!!
を したのは、制

大
会
結
果

大
会
結
果

（
敬
称
略
）

【個人の部】 【団体の部】
【
最
高
殊
勲
賞
】 

遠
藤

　太
胡（
緑
町
・
井
出
チ
ー
ム
）

【
敢
闘
賞
】

【
打
撃
賞
】

【
優
秀
選
手
賞
】

石
塚

　健
介（
庚
申
町
チ
ー
ム
）

若
月

　
　旭（
庚
申
町
チ
ー
ム
）

村
岡
　聖
尚（
緑
町
・
井
出
チ
ー
ム
）

押
切
　晃
志
郎（
庚
申
町
チ
ー
ム
）

木
村
　天
真（
四
日
町
・
今
宿
チ
ー
ム)

井
上
　優
也（
坂
ノ
上
・
下
宿
・
上
宿
チ
ー
ム
）

優
　勝

庚
申
町
チ
ー
ム

四
日
町
・
今
宿
チ
ー
ム

坂
ノ
上
・
下
宿
・
上
宿
チ
ー
ム

第
３
位

準
優
勝

第
３
位

緑
町
・
井
出
チ
ー
ム
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３３歳児健診歳児健診ででむしむし歯歯のなかったのなかった子子 新しい農業委員・推進委員を紹介します
　７月2１日（火）に新たに任命された農業委員の方へ木島副町長から任命書が手渡されました。
また、27日（月）には、新たに委嘱された農地利用最適化推進委員の皆さまへ、青木農業委員
会長から委嘱状が手渡されました。各委員の任期は令和８年７月20日から令和１１年７月１9日
までの3年間です。

農業委員 　農業委員は、農地の売買や賃借などを行う際の許可、遊休農地に対す
る措置など、農業者の利益を守る大切な役割を担っています。

早坂 　健（岩ケ袋）

農地利用最適化推進委員
　農地利用最適化推進委員は、農業委員と連携して担い手への
農地集約、耕作放棄地の発生防止、新規就農者への支援活動な
どを行います。

齊藤 　誠（井出）

小座間 智夫（四日町） 髙橋 清一（上宿） 桐原 　裕（今宿）

小内 正美（来迎寺）

髙橋 　勉（下宿・黒滝） 土屋 隆志（川前）

井上 和巳（田沢下）

髙橋 　肇（小菅）

三浦 清孝（鷹巣１）

笹原 　剛（鷹巣１）

青木 忠弘（大浦）

武田 　実（新山寺）奥山 彦也（里） 伊藤 　強（東町） 大山 敏弘（海谷）

佐藤喜三郎（駒籠）草刈 一将（豊田）

会　長会長職務代理

■大石田町農業委員会事務局
　☎３５－２１１１（内線１4５）

星川 奈穂（駒籠）

鈴木 　茂（新町）
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３３歳児健診歳児健診ででむしむし歯歯のなかったのなかった子子
をを紹介紹介しますします
　３歳児健康診査が７月３日（金）に保健センターで行われ、歯科健診を受けた３歳児７人全員にむし歯が
ありませんでした。乳歯は生え変わりますが、きれいな永久歯になるためには乳歯を健康にしておくこと
が大切です。
　毎日『食べたらみがく！』の歯磨き習慣を心がけましょう。

相馬　逢
あ い と
人さん（下宿・黒滝）

▲ふたば保育園

髙橋　心
こ は る
晴さん（小菅）

▲ふたば保育園
本多　凌

り く
久さん（庚申町）

▲大石田保育園

和田　乙
お と は
葉さん（曙町）

加藤　李
り と
都さん（四日町）

高橋　一
い ち か
華さん（川前）

大橋　ておさん（朝日町）

▲大石田保育園（写真左から）
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　令和8年度大石田町合同表彰式が７月30日（木）に役場「大会議室」で開催され、自治功労者の
方々に表彰状と記念品が贈られました。あわせて、教育委員会関係の寄贈者の方に感謝状が贈
られました。表彰された方々は次のとおりです。（順不同・敬称略）

令和8年度令和8年度
大石田町合同表彰式大石田町合同表彰式

■青　木　忠　弘
　（農業委員会委員・１５年）
■井　苅　博　子
　（選挙管理委員会委員・１0年）
■伊　藤　絹　枝
　（人権擁護委員・20年）
■村　上　茂　美
　（介護認定審査会委員・１0年）
■村　形　昌　一
　（議会議員・１５年）
■大　場　健　一
　（公民館役職員・１0年）
■黒　沼　与　一
　（公民館役職員・１0年）
■五十嵐　智　志
　（青少年育成町民会議理事・１0年）
■戸　田　　　昇
　（青少年育成町民会議理事・１0年）

自治功労者表彰
■髙　橋　　　堅
　（青少年育成町民会議理事・１0年）
■星　川　優　哉
　（青少年育成町民会議理事・１0年）
■安　達　良　信
　（文化財保護審議会委員・20年）
■佐　藤　里　美
　（文化財保護審議会委員・１0年）
■石　塚　信　雄
　（文化財保護審議会委員・１0年）
■矢　作　善　一（善行）
■小　玉　大　輔（町職員・30年）
■大　川　美世子（町職員・30年）
■佐々木　洋　平（町職員・30年）
■海　藤　多　江（町職員・30年）
■髙　橋　保　洋（町職員・30年）
■小　澤　　　亮（町職員・20年）

■トヨタライン株式会社
　代表取締役会長　齋藤　和博
　（通学用帽子29個、図書カード２,000円分26セット）
■渡　　　哲　夫（現金１0万円）

教育委員会関係感謝状

町内企業永年勤続優良従業員
■田　中　香　織
　（木村商店・20年）
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第１位　関　　　慶　治（田沢下）
第２位　青　木　孝　行（大　浦）
第３位　井　上　　　眞（田沢上）
第４位　桐　井　誠　一（東　町）
第５位　青　木　孝　次（庚申町）
第６位　寺　嵜　ハルヨ（上　宿）（敬称略）

ニュース玉手箱
心 が 踊 る 音 楽 を
musicMATSURI を 開 催
木 管楽器の仲間であるサックス奏者４

人によるサクソフォン・カルテット
「 カ ル テ ッ ト・ ス ピ リ タ ス 」に よ る
musicMATSURIが虹のプラザ「なないろ
ホール」で７月5日（日）に行われ、多くの方
が元気あふれる音楽を楽しみました。
　今回の事業では、３日から町内の様々な場
所で、アクティビティを行いました。３日は、
町内小・中学生に向けた演奏を行い、４日は
未就学児へのアクティビティと「水辺で乾杯」
イベントブースでの演奏を行いました。5日
には、虹のプラザ「なないろホール」でコンサー
トを行い、趣向を凝らした演奏と、本格的な
音色に、訪れた方は、演奏後楽しそうな表情
で会場を後にしていました。
　３日間の活動を通して、町民の皆さんと音
楽を通じた交流を深め、サックスの音色と音
楽の魅力を多くの方に届けていました。

「 か わ」 の 魅 力 を 発 信
水辺で乾杯2026～おおはし夜市～

仲間と爽やかな汗を流して
親 睦 深 め る

今 年で３回目となる「水辺で乾杯2026～おお
はし夜市～」が７月４日（土）に開催されま

した。
　このイベントは、水辺に親しみ、魅力に目を向
けるため、水辺で乾杯をするイベントで、当日は、
約1,000人が大橋に集まりました。
　今回は、園児や児童によるダンスパフォーマン
ス、民謡などのイベントも行われました。他にも
昔語りやフォトラリー、防災ブース、マルシェな
ど、子どもから大人まで楽しめるイベントとなり、
当日は、多くの参加者が庄司町長の掛け声に合わ
せ、一斉に乾杯しました。

第 25回きららクラブ大石田グラウンドゴルフ
大会が、７月１0日（金）にスポーツ広場で行

われました。大会には44人が参加し、白熱した試
合が繰り広げられました。結果は下記のとおり
です。
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ニュース玉手箱

大石田の自然に目を向けて
ゆずり葉の会による出前授業

パラ出場の技術を伝える
齋藤元希選手による水泳指導

大 石田町「ゆずり葉の会」による出前授業が、
７月9日（木）に大石田小学校で行われま

した。
　以前から愛宕の森づくりを進めてきた方々が、
より大石田町の自然を大切にしていきたいという
想いから、大石田「ゆずり葉の会」を立ち上げました。
　当日は、会長である矢作善一さんによるゆずり
葉の会が活動してきた愛宕神社の環境維持活動※
などについてや、大石田小学校の校庭にある松の
木についてなどの授業が行われました。
　また、オリジナルの木製のペンを作り、児童た
ちは、それぞれマーカーペンなどでオリジナルの
作品を作っていました。
※�この事業は、令和８年度山形県緑豊かな森林環
境づくり推進事業を活用しています。

昨 年のパリ・パラリンピックに出場した競泳
男子の齋藤元希選手が、７月27日（月）に母

校である大石田小学校で、町内３小学校の６年生
を対象に水泳指導を行いました。
　これは、齋藤選手が自身が育った町に何か恩返
しをしたいという想いから実施されたものです。
　当日は、齋藤選手が実際にお手本を見せ、水中
での腕の使い方などを指導しました。
　参加した東海林光さん（大石田小学校）は、「蹴
伸びなどのコツを教えてもらい、遠くまで泳げる
ようになって、貴重な体験でした。」と話していま
した。

小中学生が大石田の土で
陶 芸 を 楽 し む
陶 芸教室が７月23日（木）に町内の３小学校の６

年生と中学2年生を対象に虹のプラザで行わ
れ、陶芸体験をとおして、ふるさとを愛する心を育
みました。
　この陶芸教室では、講師としてブルーノ・ピーフル
さん（川前）、高橋廣道さん（次年子）、井苅清隆さん（川
前）、井苅敬一さん（川前）、地域おこし協力隊の神田
光彦隊員にご協力いただき実施しているものです。
　児童たちはコップや、お皿など自分らしさを活かし
た、作品を作っていました。
　参加した石森崇茉さん（南小）は、「ご飯が好きなので、
茶碗を作りました。ひび割れが起きないように厚さを
均一になるように気を付けて作りました。出来上がり
が楽しみです。」と話していました。
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　大石田町教育委員会では、令和７年度から小学生から高校生ま
での学びの機会を広げ、学力向上を目指すため、英語・数学・漢
字の検定試験に対して助成を行っています。
　大石田中学校を会場に団体受検を実施し、大中生徒のほか、各
小学校を通じて申し込んだ児童も一緒に受検しています。小学生
の段階からそれぞれの目標を持って学習に取り組む意識づけをす
ることで、中学校進学後の確かな学力向上、学習体制の強化を図っ
ています。
　昨年度は小学２～６年生まで計29名の児童が受検にチャレンジ
しました。今年度も実施している事業ですので、大石田中学校か
らご案内がありましたら、家庭内でお話しをしていただき、ぜひチャレンジしてみてはい
かがでしょうか？
　高校生も対象となる事業ですので、受検される方については町公式ホームページをご覧
ください。
■教育文化課　学校教育グループ
　☎３５－２１１１（内線２５２）

町 内 の 活 性 化 の ために
プレミアム商品券を販売

交 通 事 故 の な い
安 全 安 心 な ま ち へ

町 内の経済活性化のために、大石田町地域振
興券発行委員会で毎年行われているプレミ

アム商品券の販売が、７月26日（日）に虹のプラザ
エントランスホールで行われました。
　当日は、多くの方がプレミアム商品券を求め、
列を作りました。
　今回販売されたのは、加盟店で使用できる商品
券で、2,500セットが販売されました。
　使用期限は、１2月3１日までとなっています。

大 石田町・尾花沢市安全安心大会が、７月2１
日（火）に虹のプラザ「なないろホール」で行

われました。安全安心大会は、“明るいやまがた”
夏の安全県民運動を推進するため大石田町と尾花
沢市が輪番で開催しているものです。
　この日は、大石田町民謡研究会によるオープニ
ングセレモニーが行われたほか、ふたば保育園ぞ
う組の園児による決意表明や大石田町防犯協会八
鍬雅彦会長の出発号令により各市町へパトロール
が行われ、参加者たちは安全で安心なまちづくり
の実現に向け決意を新たにしていました。

「学力向上支援事業を実施しています！！」
小学校統合に向けて
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７
月
3１
日
、
８
月
１
日
に
開
催
し

た
「TH

E D
A

N
C

E C
IRC

U
S 

SHO
W

」は
、
お
か
げ
さ
ま
で
二
日

と
も
ほ
ぼ
満
員
で
し
た
。
現
代
サ
ー

カ
ス
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
舞
台
美
術

な
ど
、
様
々
な
表
現
が
虹
の
プ
ラ
ザ

の
舞
台
上
で
交
わ
り
ま
し
た
。

　出
演
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
子
ど

も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
会
場
に
足
を

運
び
同
じ
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
も
、
こ
の
舞
台
を
つ

く
っ
た
一
人
で
す
。

　文
化
を
つ
く
る
と
い
う
と
、
特
別

な
技
術
を
持
つ
人
や
、
企
画
を
す
る

人
だ
け
の
仕
事
の
よ
う
に
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
域
の

祭
り
や
昔
か
ら
続
く
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
、
家
に
伝
わ
る
料
理
を
つ
く

る
こ
と
、
子
ど
も
の
話
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
、
誰
か
が
始
め
た
小
さ
な
活

動
を
気
に
か
け
る
こ
と
も
、
こ
の
地

域
の
文
化
を
つ
く
る
大
切
な
行
為
で

す
。　私

た
ち
の
日
常
で
は
、
失
敗
を
避

け
正
し
い
答
え
を
早
く
見
つ
け
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
る
場
面
が
多
く
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
中
に
は
、

す
ぐ
に
正
解
を
求
め
ず
、
誰
か
の
挑

戦
を
見
守
る
場
所
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　表
現
の
場
で
は
、
や
っ
て
み
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
を
試
し
、
自

分
な
り
に
感
じ
、
考
え
、
誰
か
と
共

有
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
の

過
程
に
大
き
な
価
値
が
見
つ
け
ら
れ

ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
舞
台
に
立
つ
と
き

も
、
上
手
く
や
る
こ
と
だ
け
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
緊
張
し
な
が
ら

一
歩
前
に
出
る
こ
と
、
仲
間
を
感
じ

る
こ
と
、
自
分
の
身
体
で
何
か
を
伝

え
よ
う
と
す
る
こ
と
。
そ
の
経
験
が
、

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
る
力
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　そ
れ
は
大
人
も
同
じ
で
す
。
虹
の

プ
ラ
ザ
を
完
成
さ
れ
た
も
の
だ
け
を

見
せ
る
施
設
で
は
な
く
、
挑
戦
の
途

中
や
失
敗
も
含
め
て
地
域
が
受
け
止

め
、
見
守
る「
広
場
」に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　全
員
が
舞
台
に
立
つ
必
要
も
、
文

化
芸
術
に
詳
し
く
な
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
少
し
気
に
な
る
。
誰
か
に

伝
え
た
い
。
次
も
見
て
み
た
い
。
自

分
に
も
何
か
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
小
さ
な
気
持
ち
が
、
文
化

を
続
け
る
力
に
な
り
ま
す
。

　文
化
を
つ
く
る
の
は
、
舞
台
の
上

の
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挑
戦

す
る
人
も
、
そ
れ
を
見
守
る
人
も
、

そ
の
一
人
で
す
。

　そ
れ
で
は
、
ま
た
舞
台
で
会
い
ま

し
ょ
う
。

虹
の
プ
ラ
ザ
文
化
芸
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　大
橋
武
司

（写真　木村雄治）
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「
次
世
代
へ
虹
を
か
け
る
」

「
次
世
代
へ
虹
を
か
け
る
」

　皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
以
前
は
大
石

田
ま
つ
り
が
終
わ
る
と
、
気
温
も
下
が
り

秋
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

こ
こ
数
年
は
逆
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
感
じ
が
す
る
8
月
後
半
で

す
。
残
暑
厳
し
い
毎
日
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

　さ
て
、
暑
く
食
欲
が
落
ち
る
夏
、
そ
ん

な
時
ピ
リ
ッ
と
辛
く
、
酸
味
の
あ
る
大
石

田
名
物「
ぺ
そ
ら
漬
」が
最
高
の
飯
の
友
で

あ
り
、
酒
の
友
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私

自
身「
ぺ
そ
ら
漬
」が
大
好
き
で
、
家
業
に

従
事
し
て
い
る
時
は
漬
け
な
が
ら
毎
日
何

個
も
食
べ
ま
し
た
。
現
在
で
は
茗
荷
の
葉

や
し
そ
の
実
と
一
緒
に
漬
け
た
モ
ノ
、
生

の
青
唐
辛
子
、
ハ
バ
ネ
ロ
や
ジ
ョ
ロ
キ
ア

等
々
の
激
辛
唐
辛
子
を
入
れ
て
漬
け
た
モ

ノ
等
々
、
様
々
な
会
合
で
出
さ
れ
る
各
家

庭
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
そ
し
て
新
た

な「
ぺ
そ
ら
漬
」を
い
た
だ
く
の
も
楽
し
み

で
す
。

　そ
ん
な「
ぺ
そ
ら
漬
」を
漬
け
な
が
ら
、

私
は
い
く
つ
も
の
教
訓
を
得
ま
し
た
。

　そ
の
一
つ
が
、「
物
事
に
対
し
て
無
理

な
急
成
長
を
望
ま
ず
、
一
つ
一
つ
の
積
み

重
ね
を
大
切
に
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　原
料
の
ナ
ス
が
、
天
候
に
よ
っ
て
気
温

が
上
が
り
、
一
気
に
成
長
し
て
そ
れ
ま
で

よ
り
も
大
量
に
採
れ
る
日
が
あ
り
ま
す
。

見
た
目
は
立
派
で
豊
作
に
見
え
る
の
で
す

が
、
急
成
長
し
た
ナ
ス
は
、
皮
が
薄
か
っ

た
り
、
中
身
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
り
し

て
、
漬
け
込
む
途
中
で
不
良
に
な
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
ナ
ス
を
見
な
が
ら
、
急
成
長
、
急

拡
大
し
な
く
て
も
い
い
。
自
分
の
手
が
届

く
範
囲
で
、
判
断
で
き
る
速
さ
で
、
一
つ

一
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん

だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　し
い
て
言
う
な
ら
ば
「
ぺ
そ
ら
の
振
り

見
て
我
が
振
り
直
せ
」で
し
ょ
う
か（
笑
）

　慌
て
ず
、
焦
ら
ず
、
し
か
し
歩
み
は
止

め
ず
着
実
に
良
く
な
っ
て
い
く
。
少
し
ず

つ
で
も
着
実
に
町
が
良
く
な
っ
て
い
く
よ

う
、
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
石
田
町
長

　庄
司

　中

『
ぺ
そ
ら
漬
に
学
ぶ
』

『
ぺ
そ
ら
漬
に
学
ぶ
』

虹のプラザ文化芸術プロジェクトマネージャーコラム
「挑戦を見守る広場へ」「挑戦を見守る広場へ」 vol.4
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『算数がどんどん楽しくなる!
おりがみあそび』

まちとしょまちとしょ
〜大石田町立図書館　information〜

■開館時間　午前9時～午後７時（日曜日・祝日は午前9時～午後5時）
■休館日　毎週木曜日（祝日の場合翌日）　《9月の休館日》3日㈭､ 10日㈭､ 17日㈭、24日㈭

Web OPAC
PC・スマホ版

◆☎35-3877　◆公式ＨＰ　http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library
◆�大石田町立図書館蔵書検索システム（WebOPAC）から蔵書の検索や貸出状況、新着情報の確認などができます。
利用者登録をしている方は、貸出中の図書を予約することができます。詳しくは図書館にご確認ください。

今月は、どの 本 を読む？今月は、どの 本 を読む？
（ローベルト・ゼーターラー∥著、浅井�晶子∥訳　新潮社）

（園田�毅∥著　主婦の友社）

（平山�暉彦∥さく　福音館書店）
（最上�一平∥作、マメイケダ∥絵　童心社）

　孤児院で育ったローベルトは、戦争の
名残をとどめるウィーンで、小さなカフェ
を始める。わずかなメニューしか供さな
いものの繁盛し、さまざまな身の上の人
が集まり…。名もなき人々の懸命な生を
描き静かな感動を呼ぶ長篇小説。

　小学校の入学前後で知っておきたい、
図形のこと、角度のこと、算数の基本
をおりがみ遊びを通して学ぶ。「おり
がみ」を使って手を動かすことで、「算
数思考力」「図形把握力」が身につく。

　キリン、アシカ、トラ、ヤマアラシ…。
動物園の大型動物や猛獣も引っ越しをする
ことがあります。どうやって運ぶのでしょう?�
様々な動物をケガをさせずに捕まえて箱に
入れ、安全に運ぶための工夫を描きます。

　春の田植え、夏のひとり旅、秋の
稲刈り。東京に住む大河が、おじい
ちゃんとおばあちゃんのいる山形で
からだいっぱいに感じる自然と、そ
こで暮らす家族のいとなみを、まっ
しょうめんから描いた物語。

『名前のないカフェ』

『どうぶつたちのおひっこし
どうやってはこぶのかな?』

『山の神の使い』

新着本から話題の本・おすすめ本を紹介します！

※紹介文は｢TRC�MARC｣より引用。すべて町立図書館蔵書。
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あなたのあなたの

文芸欄文芸欄

　こんにちは、地域おこし協力隊の阿部慎一郎です。
　「広報おおいしだ」での持ち回りのコラムで8月を担当するのは今回で3回目、3年連続になります。
幼い頃の8月といえば、お盆に家族で山形へ帰省するのが恒例で、一年で最も楽しみな時間でした。
今はその訪れていた土地に暮らしていると思うと、なんだか不思議な気持ちになります。
　当時、大石田へ向かう道には「ようこそ大石田へ」という看板がありました。今はもうありません
が、その看板を見て、やがて最上川が目に入る――
その一連の流れに触れるたび、「大石田に来たな」と
実感し、胸が高鳴ったことを今でも覚えています。
　当時の風景を思い出すたびに「あの看板がもう一度
あったなら」と、ささやかに感じています。
　そして、その最上川を一望できるのが虹ヶ丘公園
の展望台です。今年度に入り整備も進み、歩きやす
くなり、見晴らしもよくなりました。身近な場所ほ
ど足が遠のきがちですが、ぜひ一度訪れてみてくだ
さい。きっと心地よいひとときを過ごせるはずです。

大石田町地域おこし協力隊コラム大石田町地域おこし協力隊コラム
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短
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毎
日
の
暑
さ
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れ
て
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書
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収
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　子

鈴
　木
　隆
　行

鈴
　木
　智
恵
美

海
　藤
　忠
　男
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日 当番医院名 電　話

6日（日） 中 央 診 療 所 (２３)２０１０

13日（日） 伊 藤 ク リ ニ ッ ク (２３)３３５０

20日（日） 吾 妻 ク リ ニ ッ ク (３５)２０２１

21日（月） 後 藤 医 院 (３５)２０３4

22日（火） さかえクリニック (５３)８１８１

23日（水） 加 藤 ク リ ニ ッ ク (２２)9８77

27日（日） おくやま内科医院 (２4)０9８０

9月の主な行事予定
日 行　事　予　定

３㈭ 第3回大石田町議会定例会（～１5日まで）

7㈪ 母子健康手帳交付・健康相談/午後1時30分/役場相談室

9㈬ 心配ごと相談/午後1時30分～午後4時/社会福祉協議会
行政相談/午後1時30分～午後3時/虹のプラザ和室

24㈭ 母子健康手帳交付・健康相談/午後1時30分/役場相談室

30㈬ 無料法律相談（要予約）/午後1時30分～午後4時/
社会福祉協議会

家族の健康管理に気をつけて

日曜・休日急患の当番医
診療時間：午前８時３０分～午後５時9月

※�都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
　お問い合わせください。

町公式LINEアカウント登録情報の変更の仕方
　町公式LINEに登録している配信カ
テゴリや地区などの登録情報の確認・
変更を行いたい場合は、右のとおり、
LINEのトーク画面に何か文字を入力
することで変更することができます。
また、不明な点がある場合は下記の二
次元コードより「よくある質問」で確認
することができます。

2,2452,245
（8月10日現在）

※（　）は前年比

（令和8年１月１日～８月1０日）
大石田町の交通事故発生状況

●発生件数　４件　　（＋２件）
●負傷者数　４人　　（＋２人）
●死亡者数　０人　　（±０人）

毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

日目日目死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ
今月のポイント

「秋の交通安全県民運動」が
実施されます

期間：９月21日（月）～3０日（水）までの1０日間

「秋の夕暮れ
　　ライトと反射材で守る命」
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※この人数は外国人も含めたものです。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

確認ダイヤル：０2３７-4８-８444

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

右の二次元コードを読み
取って友だちに追加して
ください。

登録方法

大石田町公式LINE

友だち登録を友だち登録を
お願いします！お願いします！

LINEはじめました

■総務課総務グループ　℡35-2１１１（内線2１８）

防災情報や各種行政情報を
受け取ることができます。

町の人口 令和８年８月１日現在

世帯数 2，177戸 （－6）

総人口 5，646人 （－15）

男 2，816人 （－9）

女 2，830人 （－6）

（7月中の異動）
出生　1人 転入　11人
死亡　8人 転出　19人

へ
っ
た
れ
嫁よ

め

こ
　
そ
の
１

〜
お
お
い
し
だ
の
と
ん
と
む
が
す
あ
っ
た
け
ど
㊼
〜

　
と
ん
と
む
が
す
あ
っ
た
け
ど
。

　
横よ

こ
や
ま山
か
ら
半
道
ば
り
離は

な
っ
だ
里
さ
、
ま
だ
家
が
十
二
・
三
軒け

ん
し
か
な
い

時
の
話
し
だ
ど
。

　
村
の
真
ん
中
こ
ろ
さ
母
親
ど
息
子
ど
二
人
で
暮
ら
し
っ
た
家
あ
っ
た
け

ど
。
ほ
ご
さ
、
一
つ
山
越
え
だ
富と

み
な
み並

っ
て
村
が
ら
嫁
こ
き
た
け
ど
。

　
ほ
の
嫁
こ
ぁ
ま
だ
、
気
立
て
が
え
え
く
て
明
る
い
さ
げ
、
家
の
中
さ
花

咲さ

い
だ
み
だ
い
に
な
っ
た
な
だ
け
ど
。
ほ
し
て
、
朝
早
く
が
ら
夜
遅
く
ま

で
一
所
懸
命
か
せ
ぐ
嫁
こ
だ
け
ど
。
姑

し
ゅ
う
ど

ぁ
ま
だ
、
一
所
懸
命
か
せ
ぐ
嫁

こ
ど
息
子
さ
、
ん
ま
え
も
の
食か

せ
っ
だ
く
て
、
芋い

も
煮に

だ
り
豆
煮
だ
り
ご
ん

ぼ
炒い

り
な
の
こ
せ
だ
り
し
て
、
田た

は
た畑

か
ら
夕ゆ

あ
が
り
し
て
来く

ん
な
ば
待
っ

で
ん
な
だ
け
ど
。

　
ん
だ
げ
ん
と
も
、
ほ
の
嫁
こ
、
姑
こ
せ
だ
も
の
何
も
食
ね
く
て
、
大
根

漬
け
ど
が
菜な

っ
ぱ
漬
け
ど
が
ば
り
食く

い
な
が
ら
飯ま

ま
食
っ
て
ん
な
だ
け
ど
。

「
何
も
食か

ね
げ
ん
と
、
な
し
て
食
ね
な
だ
ぁ
。
芋
ど
が
ご
ん
ぼ
ど
が
好
か

　
ね
な
だ
が
ぁ
。
何
好
ぎ
な
だ
ぁ
。」

て
姑
、
心
配
し
て
聞
い
だ
え
ば
、

「
お
ら
あ
、
何な

え
だ
て
好
ぎ
な
だ
げ
ん
と
ん
、
た
だ
ぁ
、
し
ょ
う
す
く
て
、

　
だ
れ
さ
も
言や

ん
な
え
事ご

ど
あ
ん
な
だ
ず
ぅ
。」

て
言ゆ

っ
た
け
ど
。

「
こ
こ
さ
嫁
来
て
、
こ
ご
の
家え

の
人
に
な
っ
た
な
だ
も
の
、
な
あ
ん
に
も

　
隠
す
事
な
の
す
っ
ご
ど
な
い
さ
げ
、
何
で
も
言
っ
て
み
ろ
。」

て
言
っ
た
え
ば
、
嫁
こ
し
ょ
う
す
く
て
し
ょ
う
な
く
て
、
顔
赤あ

っ
がぐ
し
て

「
お
れ
よ
ぉ
、
屁へ

た
れ
っ
ど
屁
と
ま
ら
ね
ぐ
な
る
ん
だ
ず
ぅ
。
ほ
し
て
屁

　
の
音
、
人
よ
り
な
あ
ん
と
た
っ
が
い
ん
だ
ず
。
ん
だ
さ
げ
、
ご
ん
ぼ
ど

が
芋
ど
が
食
う
ど
屁
出
っ
さ
げ
、
我
慢
し
て
食
ね
な
だ
け
っ
す
。」

て
言
っ
た
け
ど
。
ほ
し
た
ら
、
姑
ぁ
笑わ
ら
て
、

「
屁
た
ん
な
え
人
な
の
、こ
の
世
の
中
さ
え
ね
な
だ
さ
げ
、屁
な
の
遠
慮
す
っ

　�

こ
ど
な
い
さ
げ
な
。
た
だ
、
人
来
た
時
、
人
の
前
で
屁
た
っ
だ
り
、
飯ま

ま

ご
っ
つ
お
ぅ
な
っ
時
ど
が
、お
膳
さ
み
ん
な
座
っ
た
時
ど
が
、屁『
ぶ
う
』

な
て
言
う
ず
ど
飯
ま
ず
ぐ
な
っ
さ
げ
、
ほ
う
い
う
時
ぁ
気
つ
け
ら
ん
な

ね
げ
ん
と
ん
、
あ
ど
は
朝
で
も
昼
で
も
夜
で
も
屁
な
の
何い

づ時
た
っ
だ
っ

て
え
え
さ
げ
な
。」

て
言ゆ

っ
た
け
ど
。

　
ほ
の
次
の
日
か
ら
、
嫁
こ
ぁ
、
何な

え
で
も
食
う
よ
う
に
な
っ
た
け
ど
。

　
ほ
が
え
し
て
る
う
づ
に
、
嫁
こ
腹
は
っ
て
き
た
け
ど
。
嫁
こ
ぁ
、
婿む

こ
ど
の殿

ど
姑

し
ゅ
う
どの

ま
え
で
、

「
腹
は
っ
て
き
た
ん
だ
げ
ん
と
ん
、
屁
た
っ
で
も
え
え
べ
が
っ
す
。」

て
言
っ
た
え
ば
、

「
た
れ
ろ
、
た
れ
ろ
。
た
ん
と
た
れ
ろ
。」

て
、
姑
言
っ
た
な
で
、
嫁
こ
柱
さ
た
ぐ
づ
い
で
足
ば
八
の
字
に
構か

ん
まえ
で
、

「
錦に

し
きさ
ら
さ
ら
ぁ
、
ご
よ
う
の
ま
た
か
ら
ツ
ツ
ラ
プ
ン
プ
ン『
ぶ
う
う
』。

　�

も
ひ
と
つ
お
ま
け
て
ツ
ツ
ラ
プ
ン
プ
ン『
ぶ
う
う
』。
あ
あ
ぁ
、
気
持
ち

え
が
っ
た
ぁ
、
ど
う
も
あ
り
が
ど
う
さ
ん
。
ア
ハ
ハ
ハ
ァ
。」

て
、
嫁
こ
ぁ
、
笑
た
け
ど
。

（
つ
づ
く
）

○
出
典『
大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』

（
大
石
田
と
ん
と
む
が
す
の
会
編
集
・
発
行
、
二
〇
一
九
年
）

大石田町公式アカウント開設
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